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1．はじめに

私は 2018年 8月 22日～9月 9日までグローバル
人材育成プログラムとして，アメリカのサンフラン
シスコまで研修に行ってきた．この期間中の 8月
27日～9月 7日までの 2週間，サンフランシスコ市
内にある New World Tours & Travel という旅行代
理店で実習させていただいた．

2．シリコンバレー企業見学

最初の 4日間はシリコンバレーにある企業を見学
した．Google や Apple, Facebook などの本社や，コ
ンピュータ歴史博物館や Intel 博物館などを見学し
て周った．この見学ツアーではオフィスの中には入
ることはできなかったが，敷地内には入ることがで
き，建物を間近で見ることができた．サンフランシ
スコの街中からは離れているが，観光客が多かった
ことから有名で人気な会社だということがすぐ分か
った．東京のような都会の中にオフィスビルが建ち
並ぶ風景とは違い，広大な敷地にユニークなアーキ
テクチャが大きく存在していて，ユニークなペイン
トが施されていた．さらに，従業員が快適に働ける
ように様々な工夫がされていると聞いた．しかし，
今日では仕事を家で行い，会議などは通話や Skype

などのビデオ通話で行う会社も少なくはないため，
あれほどの大きなオフィスをつくる意味はあるのか
と疑問に思った．

3．講演会

見学ツアーの期間中に，4人のアメリカで働く日
本人の方たちから話を聞くことができた．4人それ
ぞれから心に残るような話も聞けた．SAP で働く

坪田様は，デザイン思考についての話の中で，「自
分が問題だと定義していることは本当に合っている
か」と仰っていた．デザイン思考とは，イノベーシ
ョンを生み出すときのプロセスである．何かの問題
の新しいソリューションを考える上で問題定義が正
しくなければ，いつまでも正解や解決にはたどり着
かないということだ．出された問題を解くことしか
してこなかった人たちには，問題定義が正しいかど
うかを考えることすらない．まさに私のことだっ
た．
他の方たちからも，話を聞けて刺激をもらった．
小野様は次のようなことを仰っていた．なりたい自
分になるためには，まず自分がしたいことのリスト
を 50個つくり，次に自分が誰かのためにしてあげ
たいことのリストを 50個つくる．自分のしたいこ
とリストを叶える方法が誰かにしてあげたいことを
することだと．私はこれまで誰かにしてあげたいこ
とは自分がしたいことが叶ってからで後回しだった
が，誰かのためが自分のためになるなら，自分より
も他人に恩返しがしたくなった．

4．実習

4.1 実習内容
この実習では主にエージェントが使う航空券の予
約や発行を行うシステム Sabre の操作の仕方を学
び，実際にシステムを使ってのシミュレーションを
行った．隣で担当者の方も同じシステムを使って顧
客の航空券を発行されていた．ホスト企業は現地の
旅行代理店だったため日本人はいなく，コミュニ
ケーションは全て英語で行った．

4.2 実習を終えて
実際にエージェントが使っているシステムを触ら
していただけて，とてもいい経験になった．また，
航空券のブッキングについての知識も広めることが
できた．普段は乗客側しか見ないので，手配する側
から見れて新しい発見も多かった．
全て英語で話していたため，言語の壁はすごく大
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きく感じた．私は英語を勉強してきたが，アメリカ
英語にこだわってきたためにその弊害は大きかっ
た．それは，アメリカは移民が多くて，この実習の
担当者の方もインド人で訛りもあったからである．
元々英語に自信があったわけではなかったが，アメ
リカ英語しか慣れていなかった私は，担当者が仰っ
ていることを聞き取ることに苦労した．英語に焦点
を当ててグローバル人材とは何かを考えたとき，い
ろいろな訛り（アクセント）にも対応できる力を持
った人がグローバル人材だと感じた．例えば，知っ
ている単語でも聞いたことのないアクセントで発音
されても，文脈やそこから推測できる単語をつなぎ
合わせて適切な文に変換できる対応力が自分にはな
かったことに私は気付いた．
実習中に担当者がシステムの使い方や，旅程の組
み方，どこの航空会社を選ぶかを説明していただい
ても，言語的な問題で基本的に 1回では理解できな
かった．しかし，それをもう 1度説明してもらった
り，質問することに躊躇していた．説明していただ
いたことを 1度で覚えられなく，呑み込みが遅い人
だと思われることを恐れていたからである．しか
し，やはり自分が理解できるまで質問していかない
と，その先が進まなかった．当たり前のことだが，
聞かないとわからない，言わないと伝わらないとい
うことを痛感した．

5．ホームステイ

私がお邪魔させてもらったお宅は，ホストファミ
リーがフィリピンからの移民で，全員フィリピン人
だった．こちらでも，ずっと英語だったがインドの
アクセントよりは聞き取りやすかった．

6．おわりに

この研修全体の目的の 1つは，「グローバル人材」
とは何かと考えることであった．研修に行く前の考
えと，実習を終えての考えが変わっているかどうか
と比較してみた．研修に行く前では，英語を話すこ
とができて，リーダーシップがある人のことだとい
う漠然とした考えであった．研修を終えてからは，
研修前の条件に加え，考えが世界基準であること，
対応力が優れていること，失敗を恐れず新しいこと
に挑戦できる人だと考えるようになった．
今回の研修でのキーワードは「挑戦」だ．挑戦す
ることは，どこに行っても口にされていた．挑戦が
なければ失敗はないが，成功もない．挑戦したこと
に対しての失敗には前向きな方がほとんどだった．
日本は，失敗が許されないことが多いが，現地の方
たちは失敗を繰り返した先に成功があると考えられ
ているため，これだけ失敗に前向きになれるのだ．
この研修でいい刺激を受けることができ，私もグ
ローバルに活躍できるグローバル人材になりたくな
った．
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